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1. 7住）～3.12(百）

「j宝J，：文Jil(は、前文』1；：のたくさんあるところですね」と言われることがよくある。古文，1；：という言葉は、古い
,1；：きものつまり干1，い文献令体をさすな！！￥に印JI！されることもあるので必ずしも談りとはいえない。 しかし、本来

の立l沫からすると、 l出長治の，1；：物ffであったj剤l文／1¥i.の政，！？を受けついだlil文Jiltとしては、古い，作物は、たくさん

あると「［えでも、六文，I；については、あまり数多く所蔵しているとはいえないのである。

・I lにx1wxといっても11）汗（午、制築物、 （2）記録（ 11記、党，！？）、l3）文，！？の三極類があり、！日二者が作成主；の－

}j(J'.J立法； j~ぷのP（物で、あるのに対して、文，1；：は作成者が判定の 11 に対して、その怠志を表lリ！するために作成され

るもので、必ず;r::"，.，人と受取人がイ了（！：ーする。ただし、実際には、前代、，，，，止の記録が、写本で伝えられ、著作や

制築物！liJ.f；長、リ＇！符＝， I；物としての搬いを受けるープj、近111：，近代の11~じゃ＇1'.J:, i；：等は、文， 1 ；：とともに伝わることが

多く、 －.J/iして家ことにfnf々 家文，1；：として扱われることがほとんどである。

このように、本来の性怖からすると内文J：が｛同l文Jij（のII迩J；として伝えられるのは希なことといわねばなるまい。

しか し 、：｝Jf,~ には、係々な j形で、古文， I：も｛向l文 Jill1こ伝わっているのである。

ひとつは、文J11i-の符HJ!.I；の文，！？としてであり、その代表が、 11'r&. 1 ~ 11録である。円録だけを見ると、成，I；の記録

ということになるが、，1；：物受け l[X りの llHであれば、 1111絞行宛の文，1；：であり、政，l悶~l伐の結裂であれば、管店！千；

宛のメu；である 。 ちなみに、初代精 j:_~安直が、父家b]iの遺品として譲り受けた駿河御議本の II 録は、義直の家臣

による’x似；1E文であり、災前：の死のう担午、盛安4ij'. (1661 ）の義直のIi孔l；ト｜録は、滞のE匝ーから ， l：物取搬ぃ.J'IL~

.f；へのあ＇iltil立しのF.il：文である。このほか、文wの管理！上、多くの文J：が作成されたことが予想されるが、実務 l:
の，i;rnは、成，！？とは日ljに似作されていたから、｜｜録以外でIJ.I.fl:ーまで｛云わっているものはほとんどない。ただし、偶
然，1；：物といっし主にされていたため残っているものもある。 「大11本史」の狗，＼築、；j（戸・－；：：の日Jj!if;.fl・として矢JIられ

る 1J<r ’〕℃｜芳｜が、 一二 r－~ilfi _U巳友に宛てて、 Ii波， 1 ；：の {I'd11をwnった，！？状などもそのーっといえよう（ 3ページ写見参！！（｛）。
いまひとつは、川秒jの，，，に文，1；：が；＂＼＇まれている .tJAfrである。その（＼： l~は、中 IEl古代の民j：「斉以安保j」や、、｜ ~ 

及： HJ ！の；己·；~玉 i支人、，；·企人のH波4百についての，1 ;:

鎌l。fllキ代のTfイ丈だが、紙が－n重
｜ゑi：がをまFであっ日II：干山なった，1;:
＼.！引い ｜ 'Ti) t嘗千手aE したため、鎌行本！付の削削除
よ :f I 

掴跡 キ E氏宛の，1；：状など、 ?iii一級のl候':t

i ':tMが、紙？？文，！？（抑，1；：）と

"i. ~ 有 五 五ヰ五 して残されたのである。
2・・’ ・‘ また、~·月鮮古活字本の見返し
4喪 に記された「宣旨の記」も文，！？

といえる。15・16lit紀の4¥IJ鮮で

は、李朝jのi愛媛のもとに優れた

蓬左文JIFの古文N
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全l;.Jii,f；’；・：nJ!1J1Jが先述、多くの低f;;な，＇l',Jt川初が｜リriされた

｜｜本には、近111：初Hllを，，，心に流入し、、11)(/ti(には家は1、

災11'1：のh資，！？をはじめ約1000!litが（.L；わっている ’：u1魚下本に

は、｜：二i：カ、ら 1,・!l弘されたj｝サll弘イ〈（

liltの ~u区 しに 、 l;l!訪を伝える文，？とi¥Z人の搾れがあり、

Yf Y!lt; J ·. ：~I； に「·，·；－：竹之 ，U」の’k l’：II が総されている

このほかに、）（・，1：：そのものではないが、ぇ：，1；：の’＇Iを!t

めてJ!>l$.止した，l：物もある .N11＇（の11r,t1：：の，，，にlよ、！併！とに

付する興味ゆえか、反内t'.f.· としての.J!!< i'tのためか、 •liil 1:u1

から い長まで、 止七’本ー政 ft1五の 晴)j(l· j主が~~ ＊：~ したよ ，！？ を‘1U{l

から (E.l'JIまでそっくりに校’＇j'.した「氏支よ，！？集」ともい

うべき ，1：：物をはじめ、「）（ ,1：：集」がいくつか：＼＇まれている。

さて、llJIif； ~li'：祈 とともにれ 1 1 1 4!!1£ を IJ ＇， た御l 文／1\ i.のh注 目 I~ 行行之記 W-.i王j凶リ1！のj）サ）

J j: 、 ！己1Jl~ /!l'.illl 家のLq\ JJ、l l ニ （~：{ f. されていたが、 大 1F. カ、ら II （~ 手！｜ にかけての越正文/titの (i1L：立に lfi~ しては 、 制l )(Jt ＼（の 111 11~~

,1：：を，，，心に（iljl11 ， ~ t'. I iJj・をはじめHlilf'iの作f¥):1川が1iJi・11資していた，l；物、，，＼t'.Hの イiii、Jr!_1Jk徳川家・が刻印Ii＇と制鎮のために

収集 した 文，1 ：： 、，＼ t.'. j.品、おg 祈 i麦 、 l!i'~人や’ゐ・ JIN によって収集 した ，l~t初もあわせて 、 j主 J.:. )(]1\ i のぬ~'I：：となった これによ

って、，1；）ど，1：：にrnする資料も必，1；.のー；？｜；を ，1；めることとなり 、以後、間入、・t;l!N、寄託なとによって、つぎのよ
うな、及川の文。iwr.も115Ji,1；.に）Jllえられていったのである

美濃高木家文書 （W:,:':j本家）（，Ii-) i Li • 1 1.＼＇（ ~ 丈d引 ＂＇イ i ilt/:J¥11午、 tl'HJ!I；に11：.んで本＇，＇（／ :. 1 11 の ifiポボii· を 勤めた』i~ 本

'..( （~待合（肱本でありながら （0也 して 、 j u• に参切jするなど、大% 、，l(;みの佑＿r\ を イiする家） ,:':j本．家（ 1 ＇~ .点－

-ltlの｜人l、見£，：＇：j本家の）（・，1;:1Jy,:':jイぐぷえ：，l；については、約8}j;,',i，がれ，1，・M大・・；：：1ヌ｜’l；官（（Iこ1iJi・11Wされてわ．り、ifi1]¥ I 」

｜以らず、』j（イ三の)l.＂内U、若乙e政 を主II る l ：で、の i弔－’~＼ な iと1：‘'flt［.として主II られる（ 『ρi イ三，ぶ）（宇’ 1;1 Jj止』 l～5毛よ！I(!) 、＇I土： 
/tit 

は ｛孟とんど欠泌 している 。 榊柏ト｝） 午、、＇I 文 /tlll1iけ品数llJl '.i；－に 1 iJi·凶 して い た林政 •t filf’先！析が、~£ ；；（の ·ht, 1 ::1,i ； から H/t'i人 、

r. ,1,Ndi移wとともに、11)(J1¥i.必となったが、 イ：｜；はJJ.I_(1 ：ー も 徳川村、l攻 ＇l'. M究所115~ なお、以，：＇：j本復文，1；.の UJIJN

(1: 111支 lいり， ~ i i1i iIt ltl¥ii1ii !till f!J、lの fl~I 人 11Wで・ 核f!H •I' 

大炊御門家文容 ; u•時代の公衣）（,1;. k-J:j¥i向l門ゑーは、、｜υム・後Hllの｜出II’l、If糾；(f:1!i夫の：f¥:. ｛－料’xをトllとし、｛！？柄
本 （Ii.妓家についで・k!.i.－ 大将となりi＇.トる本・＋1崎）に！凶する 代 々 ｛ ill~政 ）.；； を玄峨としたため 、 ，•；~’k , 1 ： の’＇f ＋：が，，，

心であるが、 lf:'1 ' ([;Xf;i: をはじめ峨1＇；~ ＇ ＂のえ：，！？ 、 記録も多く 、 ｛~せて約400 .1 .1,i,1.：およぶ ll({fll24：ド印駒1)、‘＇IJ:.大炊
[q4 9 

1il!IJ"j続的’J..¥:( Jl:i！~il 11’u勿＇dlfヲ＂frli'l1 ・ flH .. ，’・t1.lj.l ：、 f.＇~Ul l~定，t花氏の t;:IJ.;'f にあたる）よ り ＇，｛f l!N

尾州茶屋家文書 ！出l~iilftHtll11百 人のえ：。 1 :: ｜｜記、 ’~＇，!:,I ：：が，， ， ，じ＇ ＇（＇ ＇130 .1.1.i. :'J; l己川ぷ以来は、／.＇till！家wにfl：えてj除外
~＇（ M などに i .可制 したぷ以PLl !'!J I次 f!l >i 1 ' l i!!: (1545～96）の ：%が＂＇＂てた分家 出リIUlf'i に ｛ I: えて ~ 1~1111 、 刊行などを 11'fi う

. }j、｜：分にrnする近｛.＇ii鋼l川を勤め、iiti1J、！日｜；の機訟の’l川芳やl!N作、1・1付与にも、＇I’Jた また、Fli川Jiト11をなどもさか
んに行っている II（｛和43午、 ‘＇IJ:.の1! • ,1::;ill次f!l)j_I：：より；引！N
朝岡家文害 （，］、1主！！；｛家(.L：’1：：の｜人］） 此，i三 t-L i」、 を，伝i院i として （~ 々 l己1Jk ;iti に fl：えた！己1J！~.；寓 I ：’；’I Jl ili]'~· ( )(1吹13:r.、小1Ii ： 
!Wt・ 

rH麦（~ 々小：WJ; f in~の （.L;, 1 ； を ’ 1 r1j： してn，九，'h1｝ － ，た このため約 5’000:.'.'

が、5目h ’ 1 ；. や月政 f；~ ，.の ’l;::J

小てl,':JJ;f!ii!I目＼（リ；L＼：より；f旨，l!N （なお．、＇1>%:1’，，で、は、 ・-t,r;して「小守＿IJ;fifid.L;,I：：」と弘、している）

堀田家文容 i!t,1;,1；のfi)J i主.J!:i¥111 Jll'. { .. illil"l’ぷのよ，！？ ]ti］本IJ.、i!t,1；，け，，，付1[11i］’1＂.＇の流れをくむ宅川11.¥'fU・uとのIll'ぷ ；｜： 
) •11.'i'( U'J，降 、 iJlqj;l と 合的~！を iーとして i却を築くとともに 、 六 Jll:l:JIと 07 1 9～97 ）を ｛に たとして 、 代々 ..;:: ：，＿；：をたしな

むえ：人を，＇！＇，した 主｜｜之のれ11¥r;： およびその fーになる・＇f 本 を ，，，心 とした功lリ II 文 /tl(0)11~~ 』 1::1 050 .'.'.i. とともに ll({fll53 ：ド、 明I\

川氏之氏より’札l( 6000.1.1.i.を選えると・iftえされる文，！？のほとんどは現（1：・！夜JIH1I：で公｜！日していないか＼全ー級、新Ill

111・11をなと出張の(i)J'it:・の総・，：：＼・ を（.L；える 口市な＇1..'.1＇千nr.である
近年、，1;)( ,1；の解説に興1味をぷす人々がJ(7}JIJしつつある、，1；）ど，l；にlよ、過去の人身の，（！、つ‘かいを！さじさせるノ

ンフ fクションの魅力があるようだ。
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出品目録「蓬左文Hi.の古文書」

駿河｛何1 ~－.浜本 ~l'il伐 ll録：写
( ;l:,fl I ・ ~＇；£永｛調I, I ~：符 l jj.止のlλJ)
;l:fll 3 if.正JI7 11 
陥Ill三自llf'<il/,i他
J受ll'L!i＇必，l;=j':('iり｜｜録（凶12111..止）
日記安4（ド 3}I 2611 
11xi軒ill＼人1F.f出

空会1j1へ｛民Jf1'1＇シ之， l；和之II鈷
~：£ 7jul:.if. 2} 12511 
II巴Ill｛系二f!ll他

i卸，！？和払1~i~
隣友 4ii'・ 
II次記、lリlJI ~L.'.fl'Ull につき ，！？状
，，，山fiiil1ifi守宛 1:11'・fiE笠ヂl’，1；：状

(4}11711) 
｝副長，，，納 E？宛ノ·｝（ 1~叶；m （光j)ij) ,I ~状

( 5 JI 3 11) 
ff見文l•lt縦 ， 1 ；：につき述。！？ ・ 呼！l(, 1 ;:

~i訂作 7 （ド12JI～ IOiド121I 
手；.'ti!.常利、十？出

吉見家，1;=11鈷
宝l付7if-4川～101ド12}1
古川幸利、キilt

；－：・・；：：初l泌氏し,'I＇， しにつきljl波，1;:
（仰小納I; lifil伐宛、｜｜鉱 ・鎚JU
3 ! I 

令j{f-i削宣伝抄l駄本開i!
7 ! I 
4人｝j棟梁林浅イi11Mi"J

,1 ；： ~v!'1UMi= （ノk川 （，~（Iii宛 ）
，，，村修｛也
llJ!if; 5 （ド11I I 18i!!l 
T:lj1111 I改仰枚、，1；：之内より御前之分，1；：抜問
llJ!ifi 5 （ド11!I I lllr 
庁以安j,j:j紙1'f文，1;.（政製）
文ノk1J'.l::J

fH11•m·t:.紙1'f）（・，1;:（彼~）
illtl:ll.'J'代

'1 ＼＼＇守之 .1~ （中 I·：~町並典の内 ）
/i:l.¥1］／作行陀
~frNi39 q二 9 )j 

・，・，：行之，；じ（消印先’I＝.集の｜人JJ
1,:1,¥1J1f¥ f1 i::q・ト
)j／併lliド911 

,1，今，l；札判形之＇15:
L坂長年Ill!万
111Jt並j:ri築
イ｜一I; fJJHll''' 
J；宇 ｜：‘’F雨l；文
縦長fl'・llil"/

長~·rn11文
iU 1 トl)j~j"j:

•:!JJIJ!fllf: ・｜攻
'.!lf ！.~W 
i[J；トmm’りー
J4日f文，1;:（初予講談所本）

Xf~~ 9 il'.1/ 
朝鮮側！ tl•,1;:1町
iU；初｝引当ー
参州大信t,'j:1l;)( ,1；：日持
事f{i-ノ・k
~·：£ノlく 9 ：ド

制魚下い＝｜：｛史lJ,ljJf；が 1J 、~（（）） lj 仇＼ (ldJH公先）
lli!!lf.\•f世
ノ·~ .f:ll 2 （ド 9! I 

1 j!f! 

1 Zi' 

n:会

1 111t 

1111t 

1 lilt 

7 j!!i 

i 111t 

1401J1t 

1 lllf13j!!l 

祈修・,f:i,i:'l・fイ宝11':1るにつき，1;:,j

(i芙：！！＇紫山宛）
H待相·~i百
ノd~＇.411二

＊道奥校伝 （rd¥；宛）
ノミ f~＇.lliド9! I 
｜ ｜世T労毛主

品支持につき g状（本版l寺門跡宛）
iD ；初！日i
MJl{fl 11.L~~·；； 

i止 n111 長楽寺）（，I~
iLI iJl.'dドJ

織川｛言孝家老宛秀吉J：状：写
（）（正lOfJ'.)lOJ I 1811 
I i.f実家宛！）¥J；ョ；，；1'1111'[,j｝（案1I
'li:政 4q=. 

j出L~Mi川’是正燦 1!• r111n主，lトv♂；ー ，~ ,1;: 
1U E木m1

川1j1火ii'i,'I＇，人之定 （写）
1l:MI3iド8JI 
i！~ JI将M:il/.il"Jf也

火 ’J~之 l l.'1＇グに ii ' ~＇，！： 1ph (1;:) 
i'l/,亡、2iJ'.2I12811

糸，l/fi .~ 山i ~Si絵、ド家系；！？）
·~·;i:if文 4 iJ'.1FI I 
怯‘ド様iltヂl，災祁

系消（111.j.tJU.位、｜ι’＂ii系議）
~l政 4 il'・1F.I I 
十公・｜仁左広大jぇ

熱川和11－，.；•；修出版！につき I I I・. ,1 ~ '1;i'lf 
~＇：£.：）（ 2 (j'.～i'iγ：2 ii二
完全Illj、·；：•；， ；］

)d炊 Ai剤l小以初 li.t点倒J.Ji、入札1j1J~
llJJ if; 5 ：ド7} 12211、8}I 1711 
主II多m；同1］吋J,';J.:fl/,il"J i mt 
大rJxA例IIJ.\tl以外シ作料＇：＇n刀払千 Jf~ ..：\Ji：’山岳
llJI ifi 4 ：ド6}1～ 5fJ'.4)J 
Ji］大仁川じ
iif'i I：私有：

·~·1:1吹～ llJ!ififl'·liil
.if';~iJJ之’1'.!:,1;: ,1；：状Jt
ィ1:1i1jt]YJ
’布川i1'i大J.::.プじ；；：

，；／＇；）主，1;f.Jノ、
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奇・ Ill~・ィ ：自II
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5. 文Jillのfi'lf造

〔

！日二1111 にわた って、文Jiltでの fl: ’J~ について， 1 ；：きましたので、今1111 は文Jiltの建物のことなどについて触れてお

きたいとjぷいます。

＼－！~~ -1111で，i)lilJJした通り、）Oilの建物l立地 I・. ·. 1桁、地ド イ析のレンガJ.!'tのモダンなlli ~Sで、小 じんまりしてい

るのですが、 （~：作の 1fli で、は厳ift な !it りになっており 、 とてもいい建物でした。二車の鎚をあけると 、 制） iがあ

ってそこにも鎚があり、！＜I弘lの鎚をあわせるとl'LJ.iEの鎚をかけることになっていました。人ll は透かし J.~~ りの

ある欽の虫いドアで、）（ JI: に明11111 がめり、政きイ iの lr:J!.\J を入ると、~， ：rにJ定，悦先生の，l；かれた「蓬／，：）（JJ(」の
瓜紛がJ』｝けられていました。このトーアは、ij!¥:ll.1J'IJIにfJUI＇， してしま ったものですから、今とはちがっています。

玄関を人っ て れ fーに’I~務主、 その隣にll!.l'ti本がめり、まん 1j1 に大きなテーフルがすえてめ っ て 、 せいぜい Ii.～

六人が川正れるf'1llえでした0 ,1;:J1Jlは、 -1;-,1;:1.j（とて；；.，1;:Jil(の ；つに分かれており、それぞれ内庁Iiiこ｜桁i：立があって

：｜栴に分かれていました。 •j(f；~:t~ と l!ili ド を I~·~ てて l又対にめるのが ·.1;-'1;: J1）（、似｜；ドのつきあたりにあるのが

-1;-,1;:Jil(でした。l人l袋はJI＜に本i主ですが、川柳lは、 . I;-'i;: J1 ）（が木製、二；J,1;:J ij （がスチール~でした。 スチール

裂の｝jは、どこのlχl,I凶r:でも？町並に使っているものと川じです。棚似はや；のI＇／みに介わせて作られているので、
不Mi＇、ですが、，＇ I＇，し人れはやりやすか ったです。駿i11J／，同l泌本はいわゆるi’d¥,l;:JiJi.の1j1に納められていました。

・F 1百五の怖の1~1r止 を｜昨りると、 J也 ド には・：1.~ -1正’七と機械本のようなものがめりました。 シl：川 お，：，~ しした市緋の

製本なども、 t’Tここでitいました ここには 、 H~ っ からのIJ政人 ~i.'i'l の｛｜｜、ljq二 ’ゐ の：；.~ 本 r:i!i がし、まして 、 tNI なども

大きなかめのiJ1にf11Jiド分もf'I'・ Jておいてめりました 大きなまな似のような1urち似がめって、その l：で・；；、F刈の

JU rで紙を切り、きちっとf山本して、災科にしていました 川由民法のようなものは、 II.＼＇々はや っていましたが、
ふつうはほとんど災科でした

:i~.：去になりますが、；~·~＋：と＇ i· えば、点以l l;jι ↑~1ttwJ nr：；の・：.1·~-1正予ーなどに似んて♂ゃったこともめりました。午f安x.
ft!!1の r.iilli ,L't US Wr.」 i;l:、もともと'f.ili必災で、 i[J igJJかllJJィif!HIJに災組には淡されたのですが、状態がめまりnく
ないものですから、文化Jj＇のみで修訴してくれるというぷーがめ ったのです しかし、t'111ik{iliという；・：・；t行tilldi 

がりっているのだから ＇（＇，,1;1,;i1jの)jで、ということになってしま l＇，、刷、？こちらには俊秀な職人はいなかった

のでそのままになってしまいましたが 。

この：；;J.-j，；引から、地 I；！丘が延びていて、生物、;::fllf究所や林政！とfilf究所の建物に通じていました また、 Mn
’tからは止、J!.¥Jと以;.ff!llJに11’L彼外！こ川る人ll がめ っ て 、 そこから禦lリ｜ 会の‘j(f；~ 守口二 （ i・ くことができました 村、政

Iと fi)f究所は 、 制111ミく l'Vi f l1 J きで1リ！ るい；＇＇；！）！長で、 1ifr先生がいつも 、 カードボ y クスを 1'f にして 、 ~ Jr,~の lえいテーフ

ルをいっぱいに伐っていーがをしておられました その拠にはA，悦先生のフライベート ・ルームがゐり、II占｜人的

な 11~~,1:: L ;;1，•いてむられ、 11.'J；々 i(I ま っ たりしていらしたようです •:ill 1'1', ~iJJ ·j· ると、 l\ fl衿 シ T ツにド1\k ぱき廷で、

1111: 1，・をl店主iクリーナーで＇・f;M:i＜をしてみえる災，悦先’I:1.: ,'I', {'Iったりしたものです 怖か ij！~後の瓜ω．返｜もこの；？｜；

！ぷでなさったと思います。 織1克明IS ，淡（；d主／1:X.・Jilt,¥J,¥]fi'.Mf究w
〔このンリーズは11r1有16 1年秋の淡,l!； を ），~に編思したものです。〕
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